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毎
年
、
新
年
度
に
は
職
場
全

体
で
役
割
（
責
任
と
権
限
）
の

確
認
、
つ
ま
り
「
や
り
た
く
な

く
て
も
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
」

（
責
任
）
と
「
や
ろ
う
と
思
っ

た
ら
許
さ
れ
る
こ
と
」
（
権

限
）
を
明
確
に
し
た
上
で
安
心

し
て
働
け
る
職
場
を
目
指
し
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
以
下
の
点
に
つ
い
て

年
度
当
初
か
ら
対
処
す
る
準
備

が
必
要
で
す
。

■
職
場
は
「
お
互
い
様
」
で

事
情
が
あ
り
皆
と
同
じ
よ
う

な
働
き
方
が
で
き
な
い
教
職
員

に
つ
い
て
は
一
定
の
配
慮
を
要

し
ま
す
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て

与
え
ら
れ
た
役
割
を
果
た
さ
ず

に
自
分
の
権
利
だ
け
を
主
張
す

る
の
を
黙
認
す
れ
ば
、
他
の
教

職
員
の
不
満
が
溜
ま
る
一
方
で

す
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
教

職
員
に
対
し
て
強
い
指
導
が
で

き
な
い
の
は
、
学
校
側
に
も
や

む
に
や
ま
れ
ぬ
事
情
が
あ
り
、

「
教
員
不
足
」
と
い
う
喫
緊
の

課
題
が
大
き
な
影
を
落
と
し
て

い
る
か
ら
で
す
。

ど
の
学
校
（
校
長
）
も
こ
れ

以
上
欠
員
を
出
さ
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
で
頭
が
一
杯
。
臨
時

任
用
教
諭
を
募
集
し
て
も
応
募

が
な
い
。
「
こ
の
際
、
質
は
問

わ
な
い
」
「
頭
数
だ
け
で
も
い

て
ほ
し
い
」
な
ど
、
学
校
を
巡

回
す
る
と
校
長
か
ら
は
心
の
叫

び
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

大
切
な
の
は
、
自
分
を
取
り

巻
く
環
境
が
改
善
し
た
ら
、
負

担
を
か
け
て
い
た
同
僚
に
対
し

て
感
謝
の
一
言
を
忘
れ
な
い
こ

と
で
す
。
そ
し
て
自
分
の
周
り

で
困
っ
て
い
る
同
僚
が
い
た
ら

今
度
は
サ
ポ
ー
ト
に
回
る
こ
と

で
す
。
そ
の
よ
う
に
「
お
互
い

様
」
の
感
覚
を
職
場
で
共
有
し

て
、
問
題
を
一
人
で
抱
え
込
む

教
員
を
増
や
さ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
管
理
職
の
メ
ン
タ
ル
に
影

働
き
方
改
革
が
叫
ば
れ
て
い

る
一
方
、
学
校
で
は
真
逆
で
、

大
変
心
配
な
事
態
に
な
っ
て
い

ま
す
。
教
員
の
世
界
は
ブ
ラ
ッ

ク
だ
と
言
わ
れ
て
い
た
時
に
比

べ
て
、
教
員
の
働
き
方
も
意
識

も
少
し
ず
つ
改
善
さ
れ
て
き
た

よ
う
で
、
夜
遅
く
ま
で
職
員
室

の
照
明
が
つ
い
た
頃
か
ら
思
う

と
今
は
雲
泥
の
差
で
す
。
し
か

し
、
細
か
い
と
こ
ろ
に
目
を
配

る
と
、
ま
だ
ま
だ
心
配
な
要
素

が
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
つ
が
前
述
し
た
「
教

員
不
足
」
が
管
理
職
の
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
に
ま
で
悪
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
現
在

で
は
、
年
度
途
中
で
産
休
に
入

っ
た
先
生
や
病
休
に
は
い
っ
た

教
員
の
代
わ
り
が
見
つ
か
り
ま

せ
ん
。
校
長
は
マ
イ
ナ
ス
２
、

マ
イ
ナ
ス
３
の
定
数
減
の
状
態

で
、
「
綱
渡
り
」
の
学
校
運
営

を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

教
員
不
足
を
補
う
た
め
に
教

頭
や
教
務
主
任
が
当
た
り
前
の

よ
う
に
授
業
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
子
供
た
ち
が
下
校
す
る
ま

で
は
授
業
に
専
念
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
、
自
分
の
本
来
の
業

務
に
取
り
か
か
れ
る
の
は
１７
時

００
分
近
く
に
な
っ
て
か
ら
。
気

が
つ
く
と
２１
時
を
と
っ
く
に
回

っ
て
い
た
と
い
う
話
を
よ
く
聞

き
ま
す
。

こ
ん
な
状
況
が
毎
日
続
い
た

ら
、
教
頭
や
教
務
主
任
も
参
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
学
校
は
ギ
リ

ギ
リ
の
状
態
で
何
と
か
持
ち
堪

え
て
い
ま
す
が
、
学
校
の
心
臓

部
と
言
え
る
教
頭
や
教
務
主
任

が
倒
れ
て
し
ま
う
と
学
校
自
体

が
機
能
し
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
校
長
を
目
指
す
か
ら
に

は
少
々
勤
務
時
間
が
長
く
な
ろ

う
と
土
日
出
勤
し
よ
う
と
、
そ

の
く
ら
い
は
当
た
り
前
だ
と
い

う
考
え
方
の
一
方
で
、
自
分
自

身
も
労
働
者
で
あ
る
こ
と
の
一

面
に
も
ご
配
慮
い
た
だ
き
た
い

と
願
い
ま
す
。

■
笑
顔
は
心
の
ゆ
と
り
か
ら

教
頭
や
教
務
主
任
に
最
近
お

会
い
す
る
と
、
笑
顔
が
見
ら
れ

な
く
な
っ
て
き
た
の
が
心
配
で

す
。
も
っ
と
凝
視
す
る
と
、
校

長
ご
自
身
の
心
の
ゆ
と
り
が
な

く
な
り
、
表
情
が
険
し
く
な
っ

て
き
た
の
が
気
が
か
り
で
す
。

前
述
の
「
教
員
不
足
」
等
の

学
校
経
営
上
の
問
題
だ
け
で
な

く
、
地
域
と
の
付
き
合
い
が
大

き
な
負
担
に
な
っ
て
い
る
校
長

も
い
る
よ
う
で
す
。
行
事
や
活

動
が
活
発
な
地
域
に
あ
る
学
校

で
は
、
週
末
ご
と
に
○
○
町
内

会
の
運
動
会
に
出
席
、
○
○
町

内
会
の
地
域
祭
り
に
出
席
な
ど

多
忙
で
す
。
歴
史
の
あ
る
学
校

ほ
ど
学
校
を
支
え
る
地
域
と
の

「
お
付
き
合
い
」
が
大
切
な
よ

う
で
す
。
な
か
に
は
気
が
つ
い

た
ら
４
月
か
ら
週
末
は
必
ず
ど

こ
か
の
行
事
に
駆
り
出
さ
れ
る

の
で
、
「
平
日
、
学
校
で
仕
事

を
し
て
い
る
方
が
気
が
休
ま
り

ま
す
」
と
言
っ
て
い
た
の
が
印

象
的
で
し
た
。
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土
井
一
博
（
ど
い
か
ず
ひ

ろ
）
＝
順
天
堂
大
学
国
際
教
養

学
部
客
員
教
授

各
自
治
体
に
は
専
門
的
に
教
育
行
政
に
関
わ
る
弁
護
士
「
ス
ク
ー
ル
ロ
イ

ヤ
ー
」
へ
の
相
談
体
制
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
相
談
体
制
が
あ
る

の
は
都
道
府
県
、
指
定
都
市
で
８
割
以
上
だ
っ
た
が
、
中
核
市
は
６
割
強
、

市
町
村
は
１
割
に
止
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
文
部
科
学
省
の
調
査
で
分
か
っ

た
。
相
談
内
容
で
は
「
保
護
者
か
ら
の
苦
情
」
、
「
い
じ
め
」
に
関
す
る
事

柄
が
多
か
っ
た
。
ま
た
相
談
は
「
教
委
の
事
前
了
解
を
得
て
学
校
が
直
接
相

談
」
で
き
る
と
い
う
手
順
が
多
か
っ
た
。

調
査
は
２
０
２
２
年
度
間

の
全
国
の
教
育
委
員
会
の
現

状
。
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー

（
Ｓ
Ｌ
）
の
設
置
は
、
学
校

の
働
き
方
改
革
の
一
環
で
提

言
さ
れ
た
も
の
。
学
校
や
教

育
委
員
会
へ
の
過
剰
な
要
求

や
学
校
事
故
へ
の
対
応
等
の

諸
課
題
に
つ
い
て
、
法
務
の

専
門
家
へ
の
相
談
を
必
要
と

す
る
機
会
が
増
加
し
た
こ
と

か
ら
、
自
治
体
の
顧
問
弁
護

士
等
と
は
別
に
専
門
的
に
教

育
行
政
に
関
わ
る
人
材
と
し

て
、
各
自
治
体
・
教
委
に
配

置
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

Ｓ
Ｌ
に
相
談
で
き
る
体
制

が
あ
る
自
治
体
は
都
道
府
県

で
８３
％
、
指
定
都
市
で
８０

％
、
中
核
市
で
６４
・
５
％
、

市
町
村
は
１１
・
３
％
。
市
町

村
の
未
整
備
が
目
立
つ
が
、

Ｓ
Ｌ
以
外
の
弁
護
士
（
自
治

体
の
顧
問
弁
護
士
等
）
へ
の

相
談
体
制
は
８８
・
５
％
の
市

町
村
で
構
築
さ
れ
て
い
る
。

現
在
は
Ｓ
Ｌ
未
整
備
で
も

今
後
の
配
置
を
検
討
し
て
い

る
自
治
体
数
は
、
都
道
府
県

４
、
指
定
都
市
３
、
中
核
市

６
、
市
町
村
９６
。
そ
の
う
ち

４６
自
治
体
が
今
年
度
中
に
配

置
予
定
、
６３
自
治
体
は
来
年

度
以
降
の
配
置
予
定
と
し
て

い
る
。
ま
た
Ｓ
Ｌ
配
置
予
定

の
な
い
中
核
市
、
市
町
村
で

最
も
多
か
っ
た
理
由
は
「
自

治
体
の
顧
問
弁
護
士
で
十
分

対
応
で
き
る
た
め
」
、
次
い

で
「
予
算
確
保
が
難
し
い
た

め
」
だ
っ
た
。

Ｓ
Ｌ
へ
の
相
談
内
容
で
、

全
体
で
最
も
多
か
っ
た
の
は

「
保
護
者
か
ら
の
過
度
な
苦

情
や
不
当
な
要
求
（
例
＝
過

剰
な
苦
情
、
脅
迫
を
伴
う
要

求
）
へ
の
対
応
」
、
「
保
護

者
か
ら
の
苦
情
や
要
求
（
例

＝
書
面
で
の
回
答
要
求
）
へ

の
対
応
」
な
ど
、
保
護
者
対

応
が
占
め
た
。
ま
た
「
い
じ

め
に
係
る
対
応
」
も
少
な
く

な
か
っ
た
。

学
校
・
教
委
か
ら
Ｓ
Ｌ
に

相
談
す
る
手
順
で
都
道
府

県
、
指
定
都
市
、
中
核
市
が

最
も
多
か
っ
た
の
は
「
学
校

管
理
職
、
又
は
教
職
員
が
教

委
の
事
前
了
解
を
得
て
直
接

相
談
で
き
る
」
、
市
町
村
は

「
学
校
か
ら
の
依
頼
を
受
け

て
教
委
が
相
談
を
す
る
」
だ

っ
た
。
「
学
校
管
理
職
又
は

教
職
員
が
教
委
の
特
段
の
事

前
の
了
解
な
く
直
接
相
談
で

き
る
」
の
は
少
数
で
、
都
道

府
県
・
指
定
都
市
が
共
に
１

件
、
中
核
市
６
件
、
市
町
村

は
２６
件
だ
っ
た
。
相
談
手
段

は
い
ず
れ
の
自
治
体
で
も

「
対
面
」
が
最
も
多
く
、「
電

話
」、「
メ
ー
ル
」の
順
。
都

道
府
県
の
み「
オ
ン
ラ
イ
ン
」

が「
メ
ー
ル
」を
上
回
っ
た
。

「
第
５５
回
全
国
小
中
学
校

環
境
教
育
研
究
大
会
」
お
よ

び
「
第
５９
回
東
京
都
小
中
学

校
環
境
教
育
研
究
発
表
会
」

が
２
０
２
４
年
１
月
２６
日
に

開
催
さ
れ
る
。
研
究
主
題
は

「
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り

の
た
め
の
環
境
教
育
の
推
進

環
境
教
育
に
よ
っ
て
育
む

学
力
と
環
境
保
全
意
識
」
。

主
催
は
全
国
小
中
学
校
環
境

教
育
研
究
会
、
東
京
都
小
中

学
校
環
境
教
育
研
究
会
。

全
国
の
実
践
な
ど
の
研
究

発
表
の
ほ
か
、
東
京
大
学
未

来
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー

教
授
で
国
立
環
境
研
究
所
地

球
シ
ス
テ
ム
領
域
上
級
主
席

研
究
員
の
江
守
正
多
氏
を
招

き
、
「
気
候
危
機
に
ど
う
向

き
合
う
か
〜
参
加
者
と
の
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
交
え
て

〜
」
を
演
題
に
講
演
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。

日
程
等
は
次
の
通
り
。

▽
日
時
＝
２
０
２
４
年
１

月
２６
日

１３
時
３０
分
〜
１６
時

４５
分
▽
会
場
＝
エ
コ
ル
と
ご

し
（
東
京
都
品
川
区
豊
町
２

―
１
―
３０
）
対
面
・
オ
ン
ラ

イ
ン
同
時
開
催
予
定
（
後
日

期
間
限
定
録
画
配
信
予
定
）

▽
参
加
費
＝
２
０
０
０
円

（
全
国
会
員
無
料
）
▽
申
込

方
法
の
詳
細
＝https://k

ankyokyoiku.jp/

文
部
科
学
省
が
１０
月
４
日

公
表
し
た
２
０
２
２
年
度

「
児
童
生
徒
の
問
題
行
動
・

不
登
校
等
生
徒
指
導
上
の
諸

課
題
に
関
す
る
調
査
」
で

は
、
小
・
中
学
校
の
不
登
校

児
童
生
徒
数
が
約
２９
万
９
０

０
０
件
、
う
ち
学
校
内
外
で

相
談
を
受
け
て
い
な
い
児
童

生
徒
数
が
約
１１
万
４
０
０
０

人
、
小
・
中
・
高
・
特
別
支

援
学
校
の
い
じ
め
の
認
知
件

数
が
約
６８
万
２
０
０
０
件
で

い
ず
れ
も
過
去
最
高
件
数
だ

っ
た
。
１０
月
１６
日
に
国
は
関

係
府
省
会
議
を
合
同
で
開

催
、
１７
日
に
「
不
登
校
・
い

じ
め
緊
急
対
策
パ
ッ
ケ
ー

ジ
」
を
ま
と
め
た
。

不
登
校
緊
急
対
策
、
い
じ

め
緊
急
対
策
、
学
校
に
お
け

る
組
織
的
対
応
を
支
え
る
取

組
に
つ
い
て
、
国
・
地
方
が

取
り
組
む
こ
と
を
明
記
。
教

委
は
首
長
と
関
係
部
局
で
総

合
教
育
会
議
の
議
題
と
す
る

こ
と
を
要
請
。
主
な
内
容
は

次
の
通
り
。

〈
不
登
校
緊
急
対
策
〉

不
登
校
の
児
童
生
徒
全
て

の
学
び
の
場
の
確
保
、
Ｓ
Ｏ

Ｓ
の
早
期
発
見
、
安
心
し
て

学
べ
る
学
校
づ
く
り
等
の
た

め
、
不
登
校
対
策
の
Ｃ
Ｏ
Ｃ

Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ
ン
を
前
倒
し
す

る
。
す
な
わ
ち
①
不
登
校
の

児
童
生
徒
全
て
の
学
び
の
場

の
確
保
＝
校
内
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
未
設
置
校
へ
の
設
置

促
進
）
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
自

宅
等
か
ら
学
べ
る
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整

備
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の

総
合
的
拠
点
機
能
の
強
化
、

②
心
の
小
さ
な
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
早

期
発
見
＝
ア
プ
リ
等
に
よ
る

児
童
生
徒
支
援
や
専
門
家
の

支
援
を
活
用
し
た
心
や
体
調

の
変
化
の
早
期
発
見
、
Ｓ
Ｏ

Ｓ
相
談
窓
口
の
集
約
・
周

知
、
よ
り
課
題
を
抱
え
る
重

点
配
置
校
へ
の
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
（
Ｓ
Ｃ
）
・
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
（
Ｓ
Ｓ
）
の
配
置
充
実
、

③
情
報
発
信
の
強
化
＝
不
登

校
特
例
校
設
置
に
向
け
全
国

会
議
を
開
催
、
各
教
委
の
相

談
支
援
機
関
等
に
関
す
る
情

報
の
文
科
省
Ｈ
Ｐ
で
の
一
括

発
信〈

い
じ
め
緊
急
対
策
〉

①
い
じ
め
の
早
期
発
見
の
強

化
＝
ア
プ
リ
等
に
よ
る
心
や

体
調
の
変
化
の
早
期
発
見
、

早
期
支
援
を
目
的
と
し
た

「
心
の
健
康
観
察
」
の
推

進
、
１
人
１
台
端
末
を
活
用

し
た
子
供
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
相
談
窓

口
の
集
約
・
周
知
、
重
点
配

置
校
へ
の
Ｓ
Ｃ
・
Ｓ
Ｓ
の
配

置
充
実
、
②
国
に
よ
る
分
析

の
強
化
、
個
別
自
治
体
へ
の

指
導
助
言
・
体
制
づ
く
り
＝

重
大
事
態
の
実
態
把
握
に
よ

り
共
通
要
素
（
い
じ
め
の
背

景
・
原
因
等
）
の
分
析
や
重

大
事
態
の
調
査
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
訂
等
の
実

施
〈
学
校
に
お
け
る
組
織
的

対
応
を
支
え
る
取
組
〉

○
不
登
校
特
例
校
設
置
促

進
や
保
護
者
へ
の
支
援
等
、

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ
ン
に
基

づ
く
対
策
の
継
続
実
施

○
不
登
校
特
例
校
に
対
す

る
教
職
員
の
優
先
配
置
等
、

学
び
を
保
障
す
る
指
導
・
運

営
体
制
の
緊
急
的
な
整
備

○
学
校
い
じ
め
対
策
組
織

に
Ｓ
Ｃ
、
Ｓ
Ｓ
、
ス
ク
ー
ル

ロ
イ
ヤ
ー
、
ス
ク
ー
ル
サ
ポ

ー
タ
ー
等
外
部
専
門
家
を
加

え
組
織
的
に
対
応
す
る
学
校

づ
く
り
を
推
進

「
『
時
代
の
変
化
に
対
応

し
た
養
護
教
諭
の
役
割
を
追

究
す
る
』
〜
養
護
教
諭
が
学

校
保
健
活
動
で
育
む
子
供
た

ち
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

〜
」
を
研
究
主
題
と
し
て
、

全
国
養
護
教
諭
連
絡
協
議
会

の
第
２９
回
研
究
協
議
会
が
２

０
２
４
年
２
月
１６
日
㈮
、
東

京
・
有
楽
町
朝
日
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
る
。
共
催
＝
（
公

財
）
日
本
学
校
保
健
会
、
後

援
＝
文
部
科
学
省
ほ
か
。

文
科
省
に
よ
る
基
調
講
演

「
こ
れ
か
ら
の
学
校
保
健
と

養
護
教
諭
に
求
め
ら
れ
る
も

の
」、各
学
校
種
か
ら
現
職
養

護
教
諭
の
実
践
に
よ
る
フ
ォ

ー
ラ
ム
「
子
供
た
ち
の
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
高
め
る
養

護
教
諭
の
取
組
〜
心
身
の
健

康
を
保
持
増
進
し
、
自
己
肯

定
感
を
育
む
支
援
〜
」、シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
・
松

本
隆
博
氏
の
特
別
講
演
「
笑

顔
・
素
直
・
感
謝
」
な
ど
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
北
海
道
教

育
大
学
理
事
・
渡
部
基
氏
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
大
阪

市
立
加
島
小
学
校
養
護
教
諭

・
田
中
舞
氏
、
川
崎
市
立
日

吉
中
学
校
養
護
教
諭
・
福
寿

典
子
氏
、
愛
媛
県
立
新
居
浜

西
高
等
学
校
養
護
教
諭
・
鴻

上
佳
子
氏
、
岩
手
県
立
盛
岡

ひ
が
し
支
援
学
校
養
護
教
諭

・
吉
田
亜
希
子
氏
が
パ
ネ
ラ

ー
で
登
壇
す
る
。

参
加
申
込
は
２
０
２
３
年

１１
月
２１
日
か
ら
２
０
２
４
年

１
月
１２
日
ま
で
。
定
員
（
６

０
０
人
）
に
達
し
次
第
終

了
。
全
国
養
護
教
諭
連
絡
協

議
会
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
内
「
第

２９
回
研
究
協
議
会
申
込
フ
ォ

ー
ム
」
か
ら
。

参
加
費
＝
会
員
５
０
０
０

円
、
会
員
以
外
５
５
０
０

円
、
学
生
１
０
０
０
円

申
込
・
問
合
せ
先
〈
全
国

養
護
教
諭
連
絡
協
議
会
事
務

所
〉
＝
〒
１０５
―
０
０
１
１
東

京
都
港
区
芝
公
園
２
―
６
―

８

日
本
女
子
会
館
４
Ｆ

E-mail:z-yougo@or
ion.ocn.ne.jp
HP

＝http://www.y
ougo.jp

S マークのついた電気製品は、
安全基準を満たしているので、
安心してお使いいただけます。
Sマークは冷蔵庫・テレビなど

約７割の電気製品についています。冷蔵庫の扉の内側やテ
レビの後ろ側などに表示されています。

顧
客
に
よ
る
常

識
の
範
囲
を
超
え

た
苦
情
や
要
求

で
、
応
対
し
た
者

の
業
務
を
妨
害
し

追
い
詰
め
る
�
カ

ス
ハ
ラ
�
は
初
期
の
対
応
が

重
要
だ
と
さ
れ
る
。
適
切
な

対
応
で
９
割
は
防
げ
る
と
指

摘
す
る
指
導
書
も
あ
る
▼
厚

生
労
働
省
の
対
策
マ
ニ
ュ
ア

ル
で
は
「
誠
意
あ
る
対
応
」

と
「
状
況
を
正
確
に
把
握
し

事
実
確
認
を
す
る
」
よ
う
求

め
て
い
る
。
電
話
対
応
な
ら

「
第
一
受
信
者
が
責
任
を
持

ち
、
た
ら
い
回
し
を
し
な

い
」
、
相
手
の
発
言
内
容
と

齟
齬
が
な
い
よ
う
「
メ
モ
を

取
り
な
が
ら
復
唱
し
て
確
認

す
る
」
な
ど
具
体
的
▼
こ
の

ほ
ど
文
科
省
が
ま
と
め
た
教

育
関
係
の
法
務
相
談
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
も
、
保
護
者
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま

く
い
か
な
い
場
合
「
原
因
は

双
方
に
意
識
の
差
が
あ
る
こ

と
が
多
い
」
と
、
ま
ず
事
実

確
認
を
求
め
て
い
る
▼
「
教

育
行
政
に
係
る
法
務
相
談
体

制
の
整
備
等
」
調
査
で
最
も

多
か
っ
た
相
談
内
容
は
「
保

護
者
の
過
剰
な
苦
情
」
だ

が
、
し
っ
か
り
事
実
確
認
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

都道府県 指定都市 中核市 市町村
保護者等からの過剰な苦情や不当な要求への対応 ７６.９ ９３.８ ９０.０ ７４.２
上記に至らない保護者等からの苦情や要求への対応 ７６.９ ８７.５ ９０.０ ７３.２
いじめに係る対応 ６９.２ ９３.８ ７５.０ ７２.７
不登校児童生徒に係る対応 １０.３ １８.８ ２０.０ １９.６
障害のある児童生徒に係る対応 ５.１ ６.３ ５.０ ５.２
学校事故に係る対応 ３５.９ ８１.３ ４２.５ ３２.０
児童虐待に係る対応 １０.３ ６.３ ５.０ ７.７
触法・非行・暴力等の問題行動に係る対応 ４３.６ ３１.３ ２２.５ ２１.６
教職員の不祥事に係る対応 ４３.６ ３１.３ ３５.０ ２４.２
学校事務（外部契約、給食費回収等）に係る対応 ２５.６ ６.３ ２２.５ １６.５
著作権関係 ０.０ ６.３ ０.０ ５.２
個人情報保護関係 １０.３ ２５.０ ２５.０ １９.１
その他 ３３.３ ０.０ ５.０ １２.９

新春特別号

家庭教育

教育旅行

学校経営

健康教育

教育改革

食 育

●●●●●●●●●
●●●●●●●●●

紙 面 案 内

教職員のメンタルヘルス 第９９回…１面
おいしい献立写真 第６回…２面

食育・学校給食特集……………………………２・３面
第７４回全国学校給食研究協議大会が開催され、初日

の全体会で文科省初中局健康教育・食育課の南野課長
が学校給食の現状と課題を説明。調査結果を元に「食
の指導」に関する栄養教諭への期待を述べた。

環境教育・ＳＤＧｓ…………………………………５面
ＳＤＧｓに関する授業が盛ん。その反面で実践のコ

ツがわからないという声も少なくない。全国小中学校
環境教育研究会・關口寿也会長は「学校内だけで完結
しようとするのでなく、外部の組織や企業、地域と連
携すること」と助言する。

教育旅行…………………………………………６・７面
徳川家康と天下統一への大舞台となった関ケ原が注

目されている。その古戦場に設置された岐阜関ケ原古
戦場記念館は、映像や資料で体験的に歴史を学べる教
育旅行の学習施設だ。

入札・調達情報………………………………………７面
福島・南相馬市は児童生徒数減少の影響で、学校給

食の安定的供給が課題。その解決に向け、単独調理だ
ったところを市内小中学校３０００食をまかなう給食セン
ターに集約し、今月７日から公募型プロポーザルを開
始した。

学校図書館……………………………………………８面
「聴く」読書、オーディオブックが注目されてい

る。東京・渋谷に期間限定の「聴ける本屋さん」がオ
ープンした他、チェーン店がフェアを開催。多様な読
書スタイルを発信している。

↑モーションまんが
「Ｓマークってなあ
に？」はこちらから

S（エス）マークは、電気製品の
安全・安心のマークです

第３月曜日発行

紙 面 案 内紙 面 案 内

電気製品認証協議会（ＳＣＥＡ）
〒１６０‒００２２
東京都新宿区新宿１丁目１８番１３号
協建新宿１丁目ビル４階
TEL０３‒５３６２‒７０７７ FAX０３‒３３５８‒５５５８

神楽月・雪待月

月曜日

http : //www.s-ninsho.com

■KKS Webはこちら→

小 雪（１１／２２）
勤労感謝の日（１１／２３）
和 食 の 日（１１／２４）

■Ｘ（旧 Twitter)
@kyoikukatei

日

（令和５年）

第 ２ ２ ４ ４ 号

20

連 載

月

2023年

11

法
務
相
談「
保
護
者
か
ら
の
苦
情
」が
最
多

法
務
相
談「
保
護
者
か
ら
の
苦
情
」が
最
多

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ
ン
前
倒
し
等
提
言

「
不
登
校
・
い
じ
め
緊
急
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

（単位％：複数回答）
スクールロイヤーへの相談内容

都道府県、指定市の８割
SL の相談体制

全
国
小
中
環
境
研
大
会

１
月
２６
日
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
開
催

教
職
員
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

第９９回

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

教
職
員
の
教
職
員
の

管
理
職
の
責
任
と
権
限
を
明
確
に

養
護
教
諭
第
２９
回
研
究
協
議
会

２
月
１６
日
／
東
京
・
有
楽
町
で

参
加
申
込
み
は
１
月
１２
日
ま
で
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